
2020年球磨川流域豪雨災害報告書

清流球磨川川辺川を未来に手渡す流域郡市民の会

写真を見ると「わぁー大変だー」 現場に立つと「何でこんなことが起きるの」

川村駅



はじめに１
災害を利用した大うそにご注意！

大うそほど騙されやすい

県が新聞折り込みで各家庭に配布した宣伝紙



はじめに２
球磨川流域豪雨災害の実態解明なしに
災害防止対策を考えることは出来ない

私たちは約２００名の方たちの貴重な証言を
基に現場に出かけ、実態解明に取り組んでいます

災
害
前
線
は
南
北

梅雨前線は東西



手渡す会は過去11年間
豪雨災害の学習を積み重ねてきていた



第一部
どんな雨が降ったか

災害の根源として認識
治水の添え物ではない



災害という視点から観ると
どこにどのよな雨が降ったかが決定的に重要である





全域 激しい集中豪雨

局所 猛烈に激しい集中豪雨
２０１２年九州北部豪雨

九州北部
豪雨が
あっても
九州南部
豪雨が
ない

過去の
豪雨災害は
台風と

場雨前線が
合体した時



2012年九州北部豪雨（阿蘇北部豪雨）災害
山が総崩れ：死者多数 豪雨が主役
堤防―ダム治水では救えない災害
ダムによらない総合治水から

脱「基本高水治水」に舵を切り替える



球磨川流域特有の自然
集中豪雨は球磨川流域にとっては深刻な問題

２０１２年九州北部豪雨で球磨川流域で何が起きたか調査し
「ダムによらない治水を検討する場」に意見書を提出した



第二部
どこのどんな洪水で
どこでどんな災害が
発生したのか



その１
下流域から上流域まで一斉に一気に増水
ピーク流量とは無縁の命をおびやかす

危険な氾濫が早い段階で発生

球磨村岩戸川



大門地区
８時 屋根

➡

⬅
岩戸地区
８時 天井

⬅
渡 地 区
７時天井裏

柳瀬地点
ピーク９時

四浦地点
ピーク８時

川辺川にダムを作っても命を守ることは出来ない



その２
山河の荒廃と相まって、ほぼ全支流
において莫大な土石と流木を伴った
破壊力の強い洪水を発生させた

行徳川と肥薩線 川を育む山が川を壊す

この姿は球磨川流域全体の最も深刻な問題である





7時30分

８時２３分

１１時３６分



球磨川水系のほとんどの支流の
護岸が激しく破壊された

山田川



その３
破壊力の強い洪水は川の中の建造物
と相まってダムを形成、その後、建造物
を崩壊させて鉄砲水となり災害を

激甚化させた
鉄砲水に
たどり着まで

の
話

鉄砲水に
たどり着くまでの

話

くまがわ鉄道第四橋梁 合流点の鉄橋

先田さんの証言から
鉄砲水の問題が大きく
展開していくことになった



七地の田んぼが川に

曙橋



合流点の大氾濫



川辺川の様子を見るために柳瀬橋へ
川辺川を見た黒田は「大した水量ではない」と
カメラを向けることもなく球磨川へと急ぐ

川辺川 柳瀬橋

このため
川辺川の
流量問題
さんざん
苦労を

することに
なりました

ちょっと
話を
聞いて
下さい

七
月
四
日
の
写
真
で
は
あ
り
ま
せ
ん



元川辺川ダム建設
予定地のすぐ下に
ある古いボロボロ
のつり橋は豪雨災
害後のいまも無傷
でそのまま残って

います
田副 雄一



国交省は
川辺川ダム建設
に必要な
大水が出た

川辺川は
そんなに大水は
出ておらん

柳瀬地点で
流量を
検証する



冨永さんの貴重な証言

この辺りまではよく溢れてくる
でも、いままでは一度も

田んぼに石が入り込んで来る
ことは一度もなかった

この時
子供の時に体験したことが

脳裏に浮かんだ
山河の荒廃が田んぼを土石で
埋め立ててしまったことを

土砂撤去問題も
これを原点に考える必要がある



川辺川にはどんな洪水が

国土地理院参照



球磨川にはどんな洪水が

２０２０年７月４日１２時撮影



陣之内の田んぼが川になった⬅
球磨川から氾濫してきた⬆

堤防からあふれ出した⬆⬇
大きな音と共に川の水位が一気に下がった

⬅

⬆

⬇

⬅

⬇

西村

八田

新村



「氾濫していた洪水が物凄い勢いで引いていった」



鉄砲水で破壊された民家

川村駅

球磨川



この鉄砲水発生は、人吉の市街地での
「山田川の氾濫で２ｍまで浸水して
止まったが、その後再び浸水が

始まり４ｍまで浸水した」というような
住民の方たちの証言に対応する

また
人吉地点のピーク流量をもって
治水の議論をすることは

全く意味がない



松本橋

球泉洞駅前



その４ 土地の成り立ちを無視した

地域づくりが災害をつくりだす

球磨川が一番低い所を流れている人吉の市街地



人吉の市街地への氾濫は
山田川・万江川の氾濫から

始まった
その氾濫は急激な増水と
激しい流れをつくりだし
多くの方の命を奪った
なぜ、このような現象が
起きるのだろうか

これが
最初に課せられた

なによりも深刻な課題
であった



何時、どこから洪水は氾濫してきたかに関する証言
から浮かび上がってきた市街地の地図です



水田のために開発された土地をコンクリートづけの都市にした
洪水が溢れてあたりまえ

● 亡くなられた方の場所

御溝沿いと旧河道に集中

いまは、どのように避難されたかをまとめています
死に直面された方が如何に多いことか



山田川は自ら洪水を氾濫させた

球磨川

くまがわ鉄道 肥薩線

市街地にはいると
流下能力は５割も
低下してしまう

市街地より上流は
川幅も広く連続堤防
は完備されている

東西コミセン ●



その５ 田んぼを破壊し土石を積み上げる

川辺川 棚葉瀬の田んぼ



川辺川の氾濫を受け止める棚葉瀬の田んぼ 2018年7月7日



肥えた土壌が根こそぎもっていかれた

水田の保全は山河の保全にかかっている



第三部
災害防止対策の課題は何か



小学校５年生のお子さんたちからの質問

質問１
球磨川でどんな治水対策が施されて来たか
と どんな災害が発生したかを調べました。
そしたら、治水対策がされるほど、災害は

減るのではなく増えています。どうしてですか。

質問２
球磨川は森に囲まれた川です。大きな洪水は

出ないはずです。
どうして大きな洪水が発生するのですか。

この二つの質問こそ
２０２０年球磨川流域豪雨災害の本質を

把握したものです。



球磨村渡地区の災害から何を学ぶか





渡
小
学
校

千寿園

球磨川

堤防決壊

道流堤



小川の氾濫が

千寿園と隣り合わせの渡小学校
6時55分の校庭の様子

小川の堤防が破堤してどんどん浸水



小川の上流域の山の姿



樋門が破壊 地域は何時までも湖

⬅ 渡地区国道２１９号

球磨川と小川の合流点
⬇ 連続堤防に囲まれた集落



渡地区の災害から何を学ぶか

治水対策依存は災害を激甚化させてしまう

流域住民が川と共に生きる知恵を主体的に培う



現段階でのまとめ



いま、球磨川流域でもっとも大切な課題は何か

取り戻そう 川の水を
その時 水害もなくなる

山林の破壊が災害を激化させ 川を破壊している



川を守り、命を守るために
一番大切な対策は

豊かな山林を保全すること

山林の保全は流域の自然からの必然である



おわりに

私たちの実態究明の作業は
これからも続きます

ご協力よろしくお願い致します


